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人同士の話しやすい環境を作るために座席配置を考慮することが重要とされており，座席配置に関する研

究が行われてきた．黒川は対面位置だと対話が活発になるが，相手への印象は良好でなくなると示し[1],山

口らは実空間の座席配置で対面＞直角＞隣接の順で緊張感が低下し，相手からの視線量が少ないほど緊張感

が低下すると示している[2]．先行研究では対面位置に座ると対話が弾み，隣接位置だと対話が弾まないとい

う実空間での座席配置の効果が仮想空間内でも見られたことを示唆している[3]．しかし先行研究ではエージ

ェントの視線を考慮していなかった．本研究は，仮想空間のエージェントとの対話場面において，インタラ

クションが向上する座席配置と視線の組み合わせを以下の仮説で検証する．仮説 1「仮想空間の座席配置にお

いて，対面＞直角＞隣接の順で緊張度が低下する」，仮説 2「エージェントからの視線がある場合より，ない

場合の方が緊張度は低い」，仮説 3「緊張度の低い対話条件のとき，他の対話条件に比べ対話はスムーズに行

われないが，エージェントの印象は良くなる」である． 

実験では没入感を出すために HMD を使用した．実験条件は「対面，隣接，直角」の座席条件，エージェン

トの視線が「ある，なし」の視線条件とした．順序効果を防ぐため実験条件をランダムに提示し，エージェ

ントと座位対話を行う．対話内容は印象に残らないような日常会話とした．対話終了毎に「受容性」「親しみ」

「積極性」「対話のスムーズさ」「緊張感」「接近性」を測るため，印象評価アンケートを実施した．まず仮説

1 の検証として，「緊張感」に関して 2 要因分散分析を行う．その結果，座席要因の主効果で有意な差が見ら

れ，隣接＞直角＞対面の順に緊張感が低くなり，仮説 1 に反する結果となった．その理由として，座席条件

間で相手との距離間が異なったことが考えられる．山口らは相手との距離が近いほど緊張度は高まると示し

ており[2]，本実験の「接近性」において，隣接条件は他の座席配置に比べ，参加者とエージェントの距離が

有意に近い結果であった．次に仮説 2の検証として，「緊張感」において視線の主効果で有意な差は見られな

かったが，座席要因×視線要因の交互作用が有意であり，対面条件と直角条件では，視線なし条件＞視線あ

り条件で有意に高い結果となった．隣接条件においては，対面条件と直角条件に反して視線あり条件の方が

緊張する結果となった．よって，仮説 2 は一部支持された．その理由として，視線なし条件の時に座席間で

の緊張はほぼ一定であり，視線の有無を感じやすい対面条件や直角条件では視線がないことで，拒絶感やイ

ンタラクションが成り立っていないと感じられたため緊張が感じられず，対面条件と直角条件では有意に低

くなったのではないかと考えられる．また，視線の有無を感じにくい隣接条件において，はっきりとエージ

ェントから見られたことによって緊張が高くなったと考えられる．最後に仮説3の検証として，「受容性」「親

しみ」「積極性」「対話のスムーズさ」に関して，2要因分散分析を行う．「積極性」「対話のスムーズさ」に関

して，座席要因の主効果で有意な差が見られ，隣接＞直角＞対面の順で対話がスムーズに行われ，積極性が

高まることが示された．「受容性」「親しみ」に関して，座席要因×視線要因の交互作用が有意であったため，

多重比較を行った．その結果，隣接≒直角＞対面の方向に有意差が見られた．対話がスムーズに行われ，印

象のいい座席配置は緊張度の高い隣接条件で視線あり条件であることが示唆されたことにより，仮説 3 は一

部支持された．その理由として， Mehrabian は緊張も増すが同時に会話も多くなると示し [4]，先行研究で

は男性被験者が女性エージェントに対して，隣接の座席配置で会話は弾まないが相手に抱く印象は良好にな

ると示され[3]，エージェントの印象は良好になったと考えられる．しかし，対話のスムーズさが先行研究と

異なった理由として，先行研究では女性エージェントを使用し性差を考慮していたのに対し，本実験では男

性エージェントを使用し，性差を考慮していなかったため先行研究と異なる結果になったと考えられる．本

研究では先行研究と異なり HMD を使用することで，より実空間に近い状況で実験を行うことできた．エージ

ェントからの座席配置や視線を考慮し実験を行った結果，エージェントの印象が良くなり，対話がスムーズ

になる対話条件は隣接で視線ありの時であることが分かった．今後，対話エージェントとの座位対話でのカ

ウンセリングにおいて，対話環境の改善に役立つと考えられる． 
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